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中生代の海(地質標本館展示“生きている化石")

地質標本館第1展示室(地球の歴史)に“生きている化石''の展示コｰナｰ

がある(口絵および本文62～69頁参照)｡その一部として,写真に見られるよ

うなr中生代の海｣のジオラマが｢古生代の海｣のジオラマとならんで位置し

ている｡

中生代の海は,その時代がアンモナイトで代表されることから,アンモナイ

トの1種Dα吻Z{066πω60刎伽舳6の復元模型を中心とし,左にサンゴ

(Hexacora1s),右にウミユリ(ム｡o励〃∫sp.)の化石から復元した模型を配

置して当時の海底の雰囲気を再現している.このジオラマの背景にはスクリｰ

ンが設けられており,アンモナイトと近縁関係にあり,しかも“生きている化

石"の代表的な生物の一つであるオｰムガイの生態ムｰビｰを見ることができ

る.'〔文尾上亨写真山本洋一〕
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